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令和２年度に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人総合研究大学院大学 

 

１ 全体評価 

 
総合研究大学院大学は、大学共同利用機関法人等に設置されている各分野で我が国を代

表する研究所その他の機関が有する優れた研究環境を活用した博士課程教育を実施し、高

い専門性と広い視野並びに国際的通用性を兼備して、新しい課題を発掘して解決できる独

創的な研究者を育成することを目指している。第３期中期目標期間においては、異分野融

合的な新しい学術分野の創出を試みるとともに、各専攻が提供する専門教育を基本としつ

つ、総合教養教育及び専門基礎教育の整備やカスタムメイド教育プログラムの提供等によ

り、新しい科学と文化を創造し、時代と社会の要請に応える研究を担うことのできる人材

を育成すること等を基本的な目標としている。 
この目標の達成に向け、令和２年度において、SOKENDAI将来構想タスクフォースを設

置し、大学の組織・制度の在り方や大学のガバナンス、教学マネジメントの体制について

の検討を進めるとともに、大学共同利用機関法人と連携して大学院生を支援する

「SOKENDAI特別研究員事業」の令和３年度からの実施に向け、規程や運用方法を整備す

るなど、「法人の基本的な目標」に沿って計画的に取り組んでいることが認められる。 
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２ 項目別評価 

 

＜評価結果の概況＞ 
特 筆 

一定の 
注目事項 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化   ○    

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営   ○    

 
 
Ⅰ．業務運営・財務内容等の状況                          

 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載19事項全てが「年度計画を十分に実施している」と認められる

こと等を総合的に勘案したことによる。 
 
 
 
（２）財務内容の改善に関する目標                         

①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載５事項全てが「年度計画を十分に実施している」と認められる

とともに、下記の状況等を総合的に勘案したことによる。 
 
 令和２年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
  
○ 外部資金比率（受託研究）の上昇 

外部資金に係る公募について、ウェブサイトへの掲載のほか、電子メール等を通じて

教員や学生に周知徹底を図るなど、関係者が積極的に公募できる環境を構築しており、

受託研究収入は第３期中で最高の約2,413万円（対前年度比約2,296万円増）となり、外部

資金比率（受託研究）が1.2％に上昇している。 
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（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           
①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載５事項全てが「年度計画を十分に実施している」と認められる

こと等を総合的に勘案したことによる。 
 
 
 
 
 

 

 

（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守等 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載10事項全てが「年度計画を十分に実施している」と認められる

こと等を総合的に勘案したことによる。 
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Ⅱ．教育研究等の質の向上の状況                          

 
 令和２年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
 
○ SOKENDAI特別研究員事業の整備 

研究専念支援金及び研究費を３年間支給するとともに、優れた学位論文研究を行って

課程を修了した採用者に対して、大学共同利用機関における２年間の研究員ポスト（有

給）を提供する「SOKENDAI特別研究員事業」について検討を重ね、令和２年度に文部

科学省科学技術人材育成費補助事業「科学技術イノベーション創出に向けた大学フェロ

ーシップ創設事業」に採択されており、令和３年度から１学年当たり12名の学生を

SOKENDAI特別研究員として採用することとしている。 
 
 
 


